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1995年兵庫県南部地震後の野島断層帯の回復過程

Healing process of the Nojima Fault zone after 1995 Hyogo-ken

Nanbu earthquake
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　1995年兵庫県南部地震（Mj7.3,Mw6.9）の地表地震断層である野島断層は，六甲・淡路島断層帯に属

し，淡路島の西岸部を北東－南西方向に走る長さ約10kmの横ずれ断層である。1995年の地震発生時には，断

層南東側（山側）が南西方向に約1-2m右横ずれし，同時に約0.5-1.2m隆起した。断層の掘削調査により，兵

庫県南部地震に先行する地震活動は約1100～2400年前と推定されている（産業技術総合研究

所，2002）。また，淡路島の東部海岸沿いに走る東浦断層は最新の活動時期は1596年伏見地震に近い時代

で，平均活動間隔は約1400～2200年と見積もられている。このような地震活動により現在の淡路島の地形が

形成されている。 

 

　野島断層における約2000年を隔てた地震活動の中で，どのように断層は次の地震に向けて準備をしていた

のであろうか。1995年の活動のあと断層周辺部の状態の経年変化（固着過程）を明らかにすることを目的と

して，野島断層に掘られた1800mのボーリング孔を使用した注水実験が1997年から2018年の間に8回実施さ

れた。この注水実験では，注水にともなう湧水量の変化，ボーリング孔内の歪計，微小地震活動，アクロスに

よる地震波速度の変化，とともに自然電位の変化が計測された。 

 

　ここでは，最後の注水実験となった2018年12月の注水実験時に計測した自然電位の測定結果を紹介すると

ともに，注水にともなう自然電位変動を使い地下の状態（透水に関わる状態）を推定する方法について紹介す

る。2018年の注水実験においても従来の注水実験と同様に，注水にともなう自然電位変動が観測され

た：1）注水の開始・停止に同期した電位変動，2）注水孔周辺が負に変動する，3）変動の大きさは注水孔か

らの距離が大きくなると小さくなる。これら3つの特徴は，ボーリング孔から流出した水が周囲の岩石中を流

れることにより発生する流動電位がボーリング孔ケーシングパイプを伝わり地表に電位変動を伝えるというモ

デルで説明できる（Murakami et al.,2001,2007)。このモデルでは，水の流量（J)と電位変動から推測する電

流量（I)の比が，水理係数（透水係数，空隙率，屈曲度の関数）と電気的係数（水の誘電率，ゼータ電位の関

数）の比になる。電気的係数に大きな経年変化がないと仮定すると，J/Iの経年変化は水理係数の経年変化を表

すことになる。J/Iの値は，1997年から2003年にかけて小さくなっている。予察的な結果であり今後修正する

可能性はあるが，2018年の結果は1997年から2000年の上限値よりも小さく，2003年よりも大きいという結

果であった。1997年から2003年にかけての減少は，経年的に注水した水が周囲に拡散しにくくなったことを

意味し，地震後の数年で断層周辺の固着過程がある程度進行したことを推測させる。2000年のサイクルの極

めて短い期間に，次の地震に向けての準備がすすんでいる様子が分かってきた。 

 

　本研究は，東京大学地震研究所特定共同研究（A）課題番号1906「注水実験による内陸地震の震源断層の詳

細な構造と回復過程の研究」により実施された。
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